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主主長 σ〉肉ちと色主主とを，信江註して禽辛問苫~二と7T、\必 @t= L て支持

"s作朱で、あ 32， とき勺てよ¥¥ 0>守あ三。

者支ちα企伺燃が‘v.ζ つに派色:ru ¥. ，公望論向日程主宍 E ととの乞~

に至、たの広，芝 III尽b白いこヒで，t主β l¥o fJ..l-3.比較的長立t.

尽んの.今巴ポ乏にfdt \フてかようの亡とで‘示三 o ぞち 3 ん2;.~哩の概

念 1手、百吋ずら知ら h\ 之 I\ F-::J) ~ðろ「之 a 公更から渇夜間に喝時二t

此たミ反色岳勺住民τ夫、‘たく 7T'1二!喜左 ζ た唱 乙力、乙. をめ丸色にいうふ

3璽ど，今日の吹き庁石に¥¥ラ広理と ζ、!手， をの 4きを~C=. ;;f c "W予~tn

Hl ち t;. 1 方、右リに要~~とこるか‘J) do 

事唱にあ、汁~ Jt ~l 的ぱし4 食電降，自己きず回議芳三ぢ!去と L Z会理

主主乏夜明 ιた現内海d手f夕、，且下互直1L 之 n~ 恩義め性質 E ‘見荏

タうるごとさあ ~o この匁喧を庄三宅寸ろために， ~わ tI\.ttJ 肌広、ただ、ち

に.問題。長笠主Eもにま之さ折りすず芯~、さ存めか号、 L ~l 怠\\. lか

L， A理主義1六、一王朝ークに険フたちの ζ:怠く，長¥¥前更を Tラフて円

予ように， l1J Uしめ υ l O.J 害号種ぞと，直かたミ~LI¥.と{之あらゆI-fl~ことの

な~\ままに.-::t手きま m 皆巻ム陣掌よ， 、、、、 C乃勤王争 (JJfJ.1)かろ‘

1炉Lづ‘フ乏勾体左1d-lてきた乏のr(f-め忍あ丞o 之二 2・ HフLttlf7 lJt (志，
ijJl{しわWしの不遜にほ 1¥~ 1三mに広， ~!!ぬ~/ちの，をこり句作公理主

義的思孝の，饗蓬包乏ゥ亀返とfニフl¥Z. (j.之とまり《夜観乏うき

ょ51二l&がち. ~鴻主主左ず亨め之t\く 7ち-m-よ (\β?3 ょと窓 IÐ 恥 ðo

選立~的思考の誕百主は.合理的く1ð- L ¥ι 都育的〉思毛の手量産て.をE

V~~ 

千毒不司令/て佑とどっl.-\てい§。芝川 t三 z と 5 にたむ‘~ ~いう作業 l芯，

畢実上，注目する lて征するあリとあらゆ 3わ号j::.，思想とのトピ v

ヶε.あら寸7、7三白鳥(;.，てしd:，}.，うとす吾作ニ壊と，異なら尽く尽 n てし

まラ尺‘ろう。とてとをのよラTd-二乙 l立ささ f三¥，泊設定、守P，しずl'し、

を 11¥ 7ざ片的資吾、ヒ詑¥1J.." 9とに繋布、るとこ:>cろあ収倍、こを， ここでの

千ーできあ d r論理の本包--1 E考乙ょうと :ず3斌 3十七.意院を E つ

とく吾、乙色、てよ¥(Ij)fi問。モ::C'. ごう~~かとい之同島←ー-\1)

た ιの知 eR<.りの二とは I¥)た ια 町長可否，また， ~1ミ仁の知ら江い

こと l玉、通当な限設童くたとえば，'K(;nf? [tlf53J危 C.) E7弘苓に Lて、

あたラ矛黙り嵐拾に，買代金羊に至 2.d ~， σλ調α 下千ミを柄、がり ε持

と怠がち r訴理σ卒 is....1と，¥ラ 7ーでをわた ι7戸、芳え三件二歪吋た

必然性 12 ，保全 )>~L て\¥くよラにした1¥. と思う。非鳥f主主主ま ~b り

芝 ~ð ように見え， 5二とl手た(かだから 二け1 以lニ定ば?に歩è1l~白

鼠Jj:{j. ¥ ¥ <> 

園高の意味o叡ちと 1¥ラ罷左用(¥~ごとにすりt t;J;.' I をの名に包す

5 切の信子長~、 Id= e:あては環ιた仇広，よく知ら Ihて I¥ ~ように.古

典平り亡/マにあ、れてきあっ示。

ヂリヤマ E嬰割以前たあ‘ I¥てを.陀t戸海)B岸の各賞¥17工y¥¥フもト.

メYï伶 CJ~? .rら lご広，史1/のせラっとをくは怒川た止貨に坦つれで

あら}われたき女主くの文E同1]¥.'あゥたか， ぞ lttら7ヌ、a・3もt?き 11フめて高
いF択さき A 警貫主的切を苛を有くていたこと f手， さまさ‘zの託寝11芥ら明ら
Tf..~、 Jう言。民活，居法.天文，邑塁対.湾1/児精，建築侍.をの庄が、

C司堤対話勺句官l立I ~~n らと多文明 Ent主持典再三ゴ江三ため亡、 7京ぐ之f手

尽らゐモラめざぷヲた。 L1J'L. ごUtら広，今自の庵愛からする怠ら

伊織皇た尽，なさというよリ毛・志し 3，会会乞よ1S¥右伏白主 HJ

L '1毛のさあき o 'lこいうの lユ乏川らの間最広，レ1かに肉控室かち

あ多として1:;，経験の Z孟か τ: 髪回向<r-五~とた乙がめら L凡た育毛リ 5 、

無教戸手に集積てr~凡た尼!什め知詰\"促飛的句訟のよ E あつあきd;.，た

V工工工
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か Fラ， δ(f;3. "従職!こιプr-e乙プがない汝主的知器町広， 1凪之の匂替T

TJ号、互いにbのよラ危関係にあ 3 のが，個々。也訊、 σ1 寄生性問、~\めよ

うB前理 0)J::..に吟立ハ之 I¥ ~めか芝，生ロ 5 ことíN 之さき TJ ，¥ " 

と二ろで，ギ¥ ~ γ勺人下三巧賂，下司談、おことに，を tn.;rぞめん?

と尽ふと既乏ヴ 之 l¥位。それ広.ヂクヤャ人たちび「‘憎の文明に陵

々て.格f安芸初な第情的巴主主、E百 Lていた，と 1¥う1¥みさl三屯"... 

芝うご7・Q1a. <乙 をうし尺匂為、の何事を，実用面かちな7リ民尽し.

全く才也元iclてぬフた， という¥I恥ぢA ち。芝4結里，平』リヲャ人

たちI"d-，設乞という，新たEヌ11雪。町内 1主吊芝‘うみF2すことにな

7 た。なr宇‘りヤャ人たちくだ'作)!Jf.'， 乏のようえ3ニヒ εLためが
? 芝l/l匹、丈 11 fこ7定 ~IG うちのあ~ニと陀、ヒ思うがヘ， と乞7ずく1:;，

ヨザソ Vマノιたちの‘この純粋に Lて極端1怠住専ft'. 予三とえたr'，無賃

め也自主ちあたz 品という暗部?eI!t1f::. '4加 Lたれあ ou 印

刷自白~ffl C~、とす g 精袖d 皇白む;百計7rルノいかに撃か広君、りをうみ

た訴ちの C、あるのか l手，銘記さ IIIてJn 0 ) 

王斗宅事く-g6.-i主孔r'r) ~‘主文寺 E~を江て 3 ことに広~}.手た宍片ご 1\ :3の

ち，宋l警の府代にさ乞ざミ mt.tlln l¥"¥.1手， と1;ej" lt L Jd:' ，雪量きを，実相ょ

の$(.、雲と結仕乃|ヤて巻えしかtちでみ三o ιか eI 自ちの"みさの準点

!エ. 人周-rF'文同生活左色人芯‘ 1¥くとさ‘勉ロ必零芯1¥その 5あ三二o

E 'lこ之 f;J:'， ~ J 11 ~定率俸制下。註主主萄|存の脅さ雅ごEの高色に民 L 之，当

E存在日ょう tt¥. <: I ¥ 尽き立さか、い 17、厚ど、幼稚 E その<::;2句、だが， 本え Z<Jヤ3

ff::.' 1 ¥ J ¥ 0 毛主導乏築主主主寸ろの広， 星空用上今必聖~ l!' dえ3以よL に， 色斗た

ι星空，¥京嘗く向そF字1八のl唱煎c'高志 o

苦境 ~tf 契侍左広侍川，毒気ち向知裁が‘車忍三る z ごとの穏期 1夫、経聴肉

薄オヂ/こ::Rめら Ull与く居守た、というこヒ d 亀F七万ra ~こちは， ι?

Y 匂 ~l ~ ¥ ¥厚 Uフミぎ 1¥の ι，ニの串， E. l'ιゆし喜美乙<， 毒来 Lて

(f，'、く必零11-'あ ~o

12事吟<.. e.長H..E:.!怖に ι之.ろ:4-:ちの比の三命略乏究員~tLt玉、，最

丈魚とし之直序1 互フ~ごど くさら 1\ t主，大昔t1'ら a 大工きあI.H.tr'~宣之ミ

モ5知ヲ之い~t7 Lか L. 直声，:Eラミ在均の担上の契間的，慢 1乍z:くた

l.X 

またd:)切弓 Z¥¥ ~ごとと 32十 4?=ヂ z 三間~， eIヨヨ¥¥ I在c>9

y ラスの定期く(7)'O(fa再") E.句フ之¥-¥~こと乙乏 l手， 1¥ Jt1ヌ‘熊本向に

畏f芸名。ギ‘リ γャ人たち 〈ムア).1どめた匂空気、広，後告さぷ，たo

~K.(の色三吾た主，殺与向生口ßX仁/字， 少くと t‘ iろっ白木&を乏
F乙之おか忍什以段、広ち?7J1¥R3，ぅ， と廼 Ibq¥ 3.0 をtHらf三，⑦を1;(乞

針主主，②者立す的若来志.②数雪間金品、 δ五「之 ， と川ちLj¥後首応

討IT宣0)ー塵1d> 1自身に のょに. 尽 0Ji'lて v¥句ヰ亨 z毛の δあa.。

/く閉民営 Z:t; I 汝ゃ毘τ陀!こぺ¥¥て. 芝z主、まに芽記者三 :す3 ことが、σ

乏o" こうした能iJt来、〆E主主時代、を遁七、之を忙し E ，ど定三ら¥t¥三

者王国広存¥¥のき，万三らく， 3ぢ耳首lφ 魚従軍キこめがたλ笥に乏

1手ゆった普L島向保tJのー土手をG-?)もめと L之. ご似を乏 Z でこ丸、 1¥Z 

ct ¥ ¥ -p.:' 3，う。 ιtt (. ，こ 11¥iろ獣き的存償金、乏を序 ιて，き誌の名称伝手

話を楢Tきと lrとリ， 図的 E嶺知1l たりして，ERE手助夜色εうみだ苛め

広 t>.. l '3特殊に，社主主的・丈閥的丘 i昆?廷で、あ Zσ 主主き~#1e:-~ :s.むよ，

このよつに高官へ..:.yIHてあ急電疑としての敬与的被志のょにあ、¥¥て ι

か， 自らをくみたと ZL ことが'~ぎ広\' <:> C.昌子での〉毘ヨ杭/三，(f;‘をら

く ， ご σ ょフぷ貫長の四t'1牲と ß~主性とに.を手立ぐ渠dつあJf'ゐ υL 之

) ¥んとこ 311-"， m角午め t弓このよう彦島奇的引主庖広. >;2 Llt目立E
E7弔均ナ什ょうとす ð~立与供忍考の怠かむ，とこ 86' e京溜τ!.qtノ

普担1じをとげと Yやくこどが、忍さき o lb Wいわ}凡げふつう尊23-とみ主主ぢ

σlム をのよう/二君主主託金彦三そうのめ蓄を短命八とみ0 う、投写的理

論伊展開の一読~)tr三 . 広が忍ちな1\一一。

のちに‘敬老~Ó}喜三位について孝三:..， zみさときにl この図式 lζ 呂、た

たる:‘ふ仇， よりさ手乙ぐ乏の閃~左老之島あ‘ ( Z-qト三共長会折、あ三官13

ヲ。モこ1¥うの多，祖宗主としての数きが‘宵詰ま 3と01入居、， ~ ll¥ Tf.."本

来Td:1ニコとの団安L包あづたのか左官え自 ι. 再度乏Q) 1芝在主的芯)~史ペ

とi絢子守くようとCJきのJ手， 当然たとP ら L凡'2&\\建老司~l"み、ちめふ

ピつだがち p をのように il Z，わたし lユ，事ぇ営基þ{ð奇から，ま~~乏

蔓建つや片 Stめとし乙の多肩車パ，さらに，論理的嬰老乏対ごうえ間4

墳悼のー紅念の奄え性格八乙.論述Eミr1.:>司厚‘らせsきd;3ラ。

x 
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さで. ~われわれは.5ん'rle.ìJ.ë.sのまことにまことに陸巨亨/てを t

事について，いまや茜忌 ë!) ぺきとささJi)~申

7J-t!'， 5lk leld. esβ のか? 古川広 J 危詑ネ積めごの数き吉めt

事に?主回す37写ら位、，千り y"¥"人足ちが晃きあげた古付数与の内容

d背負量亙E. の二五ところ尽く切ろことか、で32ーから p た Jきずちら忌

Ho 

ギリ Vャ αt!正きが、いつでち γ、らど、のように手もきしてさたのか

について応.!í門匁のあl\たで~ =&. J孝之んとく ~r.) し n ことガ知ら~\.

Zい尽¥¥ 0 手安急乍ら税制戸‘ Jf.~ ゆl.t\ ~ L ~ ~ Z 1 ¥ o-のさ 2匹、そらく

今稜モ餌?かに~ろ亡とtJ，后\，だ・5う。 ι力、e.1>、母3庁、にhわが

う之¥'ろところ 3色ぅ芯ら 5ペミごレトスのThol否s.Id-〆 6で完酒Ii6世

紀 c"3. tナら~伺きに漫経均車協112:良司レていた、ヒいフ。ごめ方

)乏 lユ移~考d司S. 尽 G 芝のき、可互に五、1\て. 一層のぞ~をとげた。

ままご!'~に工夫ょt ll'\た詑問 y切らえら ij\，た積拍車芝. 。ト者)lα主主義と訴1

混とから主主位:'，.~~~論理酌先手\0 干巴仁 z と均 J:> とこす 2 ，奇主宰早い

き立、お広，キフ干之の Hi作ocr.ate~ 1::よヴで、 k};.，き LHt三(4たtzaνin.

[1q68 = 19'17: 48子1)。

一九，ぞ!:-[J，再 E 告すT す2.~聖に用 t ¥ ~、意繰的確論1 丈夫、ノむのような jレー

/レによヴ Z 否~'i! S 'U¥ -，;; 11 u¥.1d‘尽ら区¥¥の 71¥. についτ広 ，A6s1oー
かJesφ か聾1犬、，選終的広島♀rRE与えて)")~ 01匙尽ノ三段論滋を合|

契Leをめ五ら l-t~塚舎に戻偽種目T空自乙，官建J玄(問起訴百円切

q局理 E基礎っ、、片 古礎論坦も在宅芝時ざτた o

TABLE 1 c.624/斗0-546B.C.Thales 

Pythagoras c.569-斗97B.C.

Hippocrates 470-400B.C. 

Platδn ‘ c.斗27-3斗7B.C.

Aristoteles 38斗-322B.C.

Eukleid否s -300B.C.ー

Zenon c.与90ー与30B.C. 
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Eぃkleìc~es /ユ. 1建に曳行<t~t5照明リ γ マ ο き江主駒内哀を奏時し、

島白に伊之トィ γィγ(預泊。 θ モこして包 lわ勺て(¥~ ~物7 に、 z に

〈タうた o こにいう←夏向」 ζI'J.たた、~に，故営肘匂抗、左認否1\ した

り、 :是正雲南 1之真悟~ -6ト壇εσ こらず羽!聾 L'F-:-))す五ことをいうので:
は尽くて. をII¥. iうφ あいだめ持擢的主主主11:且陸軍島乏毛.院短 1与&:.六 0'

鵠1克E乙. 彦主毘φ曳口献をτ、と「の一貫くた町ユφ住誌に高吟ι旦すこと

芝‘ いう e 細ゴ童芝無穐l$'d t三1)IJ'. fil~言持品 fユ.とさの一遣の前埋め

き TLf:= J;' 1 ¥て毛， をU-lらすらま女邑にtのほ・32定3雪乏3正明 L之)¥< i翼
鐸拘住持にすすい之 17.特のうち b こち m尽い安号室ざ左衛えた、奇町、

拘に七生高1(カ、完イベ-さ室オ初i2、j)3，と色づて I¥ ，、'
キラ Iþ-々 E ちL-\勺之.みであょう。 b人Kl~ìμs の E 需給dJ f立.古71

置さ存しに.いき7ð-)、フミ~<1)ょう広一連め宜主与がら、柏ま2. . 

場 1を包奉

1、取口音巴干与の怠い tー の e~ ~o 

2. 首亨必唱~ :e-¥¥長さ。

ミ記事、の掛ロ除。

4 直線区をのよ q換に吋してー楳に責たf{)~畿であきo

5'.面広喪主之胞のみ主主有す~-eのでで あ ~o

ι亜の端 fd位。

ワ‘平面~芝めよのÆ1績に符して)援に:噴たわ 3 面であ写。

8-.平面~ r:l.平盟主にあヲ之砲をわっかっ ~l亘棋に区尽ちな

い2つの直長泉α積:rGJう ~ø

時中

15.物A 錦広境事をあ 3.

科，担問は 1つまたrs.l ¥くつかくろ境界ざ回まけ1左モのき五三 a

1広岡ld--1.つの存~<;阻â ¥fl乏平面図苛きさL〆 こφ図形q阿部lこ2vl

三1定時干、γ少のをφ俄ペ締人定直樹二がす/でて互 1¥に穿 ζ f¥e

の包 3ら'i)0 

16 ご φ主保乏同の中へどといラ。

X~ X~~ 
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23. 問己、 F白内にあフで.間仰八偲同ミた延長(之 t~ わらで、 fう

羽をわら思¥¥ IIぽ1U61令) }ユ~R-<了、 あるという o

〈ヤ非同之[fqワ3::1千 J)

色気、t=o-芝づグいて. ~ (2:.突然. z;き字tJ<';明門学りU¥d : 

公事

犯のこ之を零-1<:1) d " 

工 高...".て内長からすべ、て q 府ヘ歪結、(待介)択‘引片do

之官 f互の亙紙 E をの江ま亘線尺辺二医ぞき ~o

3， o)パ、之φ 午 lむと半定を同すず主主，'i~。

4. (fぺ、ての互角ιq¥¥ Iて塙 ι1¥0 

ち， 2直線尺i直後伊‘友tO刀で，問 t傍It之 2直角 ιよリ 1ト芝 l'閃

長1をT々dTI-む 1玉、、，ごφ2直]?乏を無限仁義豆司>aと. 2直前

とf-.91トニ11¥肉角のあ dtlI¥さすz:~t) d 0 (中者傾ι1qワ.3:3J)

ご9・怪気の吃のか¥平守t台、dE金之よぽ切l~ 15の守巧 ao
この 2主主主にフプ、"乞. フ三子・の2ζ麹1タ掲げらけta> : 

子ぞi亙板金、

::L同心‘ t戸うにき写乙，¥毛のは互いに界ιL--I0 

2 辱[， 1 \ものに界 ι いで内~唱えlft r芸人金主EIユ者ιい o

:5.集 ι\\ 毛めがち早乙 1\ モの芝到片足安子1>/立第乙~， .. 

4. ~}谷会わてE ら件\.3 を?の応互いに集 L い。

ちi金貨!手部合-cI!Jメご句 (~手手伝 [.19っ'3:41)

をのあとには.直ぢに主D望柄、1色村‘ら以、をの主玉EA. ~ぞの定理.・

め 11睡でトつヴいていく。努叉色以往男毛色乏に至矛 a?;.急電預否決零

G.'iE芸、:tfi'i是加さ以 5はタトに. 会ミ理のぜZfRとをのきと矧伺反復というよ二

i1h.の/マヲー :'---J 'ð-， 撤lr\~二ヒ b\'1à J"、 e この~ラ Iこ!i"原.拘.，!l C乃全俸

は‘合計101].乱の公箆と.若干み定j真、主二 f三けから.まったく費鋒貯に

尊弘さI，ft.~ .という形芝とクてい三 o

公理としてえら f安川尺命題は， 芝 l，nボ~の公理ャ定理からき~iEE1Ft I之
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ど王、て主主くこと郎、ちさfa:l¥C-のきあ iZ中えに 1本主主の厄かで2i-J翌の

f江笠~tSÒ? ~t のさ~ ~ g 0 B，Lklぷde;:; td-，会 T聖-tJì'、tf.~ペ、く単íÍ~t\Ç工

命題としと. 啓二ちべ、ぐ京 |少なく之ちぽ'Il砕け U¥ T去なち 7手いこと芝、

たイラに 11(.'倶之いたくをのことはIiゴl莞飾品 C有種域、εふと自主ただ片
C;:'C. <:すく5、占:1¥~ )。 モリPJTL .彼rd-， ，全うして E あ ~5与題情瓦芯あ

~ごとの吉正問 E 義兄できむ\\.J. 5 Id:第合に，芝 Lt¥'*ヱ~ ~，ぁ z ‘ごとは

す守に色忌ち，1)2> t保釈ι、復α岱ぷξE雪Fえ、-rz;ことに凸勺 1三。 免

町きの会理広 J 区厚手 OI C;' ，と t単純、ぎを是¥¥之庖!¥哀史左.敬三的E

$握とし Z.端的にの庁、た15の‘とJ十尽さ iれたの忍あしごのよう

「き考ええ g，主 lbあて自然さ、あろがち，比較向原ilfd <<当然 C乃ごと

と息 ~b ~i'. <:'きた.

(ιか L. 手当kJ， をtl1さは苓朴に可か三 o あろ忠秀c乃さ去三伏，

知識、のfif!堅さ左. 「茜E桐 A と 1，う子検きにオ宅約五主主ち Id' をιろ尽琴

めがたちづ‘く i主体系~'，やが・ てレ h くつかの←t..理J 芝、~\ ~I) ぱ祈甘え

'0"~だいた忌芯あちうことは.至:鼠当然、の廃品百之?Zち 250 をのと三，

教E1J同ご1~~\ 1三~主題ゅ妥当性同二，首1堤yτE 以 Tミ忽定め荘さ包性の思う八乙.

亨勺力、リ署員片ら L札て L~ 7 をかmように，みえ否。 fナu"¥t"ち，設住関

と¥¥ラ三平健ミぎの宅去っ γ確実±斗広，をL患の妥当住写Hι 包忍牲をこfユ.
をと t と古Ta>照的りち忌~\ごヒなのであ ~o A理 lユ.理論色豆誌の尽

か号、せのお理主L ヒモに，あ~K王室訴を 1孟 ι. をこがちみ"5 U、ぎたさ、

さnt~さまざ、ま命 l局絡をニの反照に 3子 I ¥て， をめ位置モ保つ仇さあら

芝iれゆえ.公王宮のz当性1J.1¥ (宿三予性ι， ぎやくに， 忽毘系からみ
ちな‘かけ\~年寄金旬三の妥当 f住 I亡よコて、守主酒l ごE 爪 5 乙かえ主1¥.，単純

l喜飽'<の 1iv-ll:昼として尽く子さ Lれて ι まっt:5:~互理のあ、のあ‘のにr-自B~

厄濯がご~ J をまt1O'うきょうにさ)Dl1\.てを，をとをと総理与 α z;ぁ ~o

一一この点Id-， のちにわ川われ'!k' H，-IÞ~r-r， trodeJ与の企予l之島芝

む灯 Z ときに.論手~i>方7]-'j 1¥尺・ 3ラo ) 

EU-kJとほむ Icf-.芝わめて寝鍋がっ巧妙に‘公理をえらんだ、と主

之多 7ざラう。毛ぢろん，芝ごに尽.改良d 会Tせがと，芯よいどはJ，..¥乏な

レ、。たとえば Hi/ber-t fJ-. ::Lーヴリ v ド義朗与を、 写;恒三b箇φk
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理仁よ司ご.告と企にま礎グけられ五ことを、訴とたくし...".HiJ bef'七E

1ffl ] ) 0 L 1!' (. ij"照苦痛必の美事な受注ご了ι， その完t2D:む拝以上

今日に主 5 ぎ6:''e ，姥えさ、:&党畏d酌であゥたロたヒ之江¥平?で1鵠

伝 rn~六‘先手1 (J あ 3 うと移乏、ニリ1 左 fゼから;5i:t日月 L ょうとしたり、よ

り~偽ß.Z\定さ:とりつがえようとしたリしたえがい尽く芯ガフ 7モプチ

結局三 11"¥T1::不明白5きあちことブド，判官珂ι7三。その民主， 平7寸前卑生三flfrE

2;担として 1宅用ず 3めEためら Itフ芯プ?勺尺 EL-lkl-eidesは，ここさ‘13
E ιか 4 たのきあ :30 平行記夜5ヲfiJ"&刻。~ -1互訪巴1埋立について広，

のちに挙手乙くとりあげ;::(i'ιち3ラ。

~理ど問主主. 1L3名/之つ，¥之'e. lf'7買7命r!J/立.1E!らさ主同らしい説明

壬何 ι乙PTo-い。 r畏さ」と 1t r鵡 J ，「主主昇」とか I¥う閉まちによ

って.岡正表実::.<r H\.J~‘よ日のかすら ， I手「ぎり L可 1¥ く立せようか

尽1¥)。 ιか乙. 二以l手， 己決{εì4~ 1f¥"， t ヲと-c~手~后主主主義釘土手

的根lj を定及、才二3 ことは平来下司 tréG あ 2 こと乏.よく J く~\;担 L

ていだこと E. mすtのさあ;'[7

~Q) ょヲにEu.k{.(乙~te.s 勾島宍/立今臼めれわ~\か・. r Z;.J軍主義ょ

と L 之匂 3 与うに ø~話時~，ず芯~f)ち I ¥くつかめ定義こt4'l G 1¥ 

取ら，芝山を色む一連O)Jネ題Z、ぁzょう怠名坦，公理マ<t~，に表H!同
:s. t.¥'¥ 1ミ安定から付与話会短 L定理ラ芝生与はすき予三Cめのみ会会l念、と
いう.略式的7淳書誌の詰奪回互、のこら苦手間差是ιてい Eの♂ CY)~o を

の申:e-，b.安芸同，ヘレ=之、・ム顕乏週む Z畏蓮ι/et5増設号と，党代

;差立与とl多， をのうð/~ に2長\¥ Z::1三貨台タた彦に芯とっ暴 3とこ 3/o.. "s， ¥、，

と色って c主I¥ tJ古代にお 1¥之ギ Dずャ人壬-tjが再仁之¥¥た数15的

知識、ι今本塁手司産主主にl立. 実仁守男E愛ct(¥'“きモラの尽‘あ3ロaJ芭脅ぞの業d笥

すパ、て E更に L之e，互11怠. ら{.!ぐIcl4芝Sひ工リのうミ才に亨ら，均1九
す3ことI吾賞来怠いだろう'" (í().. と~.Jと色「たか，&しがすき

と. E吋く[eid.es/手&w-七o..lc，のよs-a集団呂志広尾1¥のつがと.主を
いたく ε 怠『之ぐ ~o)

乙か ιfd.7ダち.ついちのことに，歌矧助活視府五つ片足 L 之おく

のも ι 純益さ fまみ 3~ ~，・ ~ 古代芭界。在みた、c....12:...泣営体系が~ ^ r=:と
xv 

えいかよ?に亨ぐ Lれたものであ... 1三た1!:'ぷ.乏 trl 壱 ~1ミ当段、， It U¥. 

lti II¥σ商取がらずm口、，佐伯巧ミ照黒Ed'ぬかL-t¥1dがった壱のの占

うに .~ð ことに G.~o

ヤ‘ D守γ 芭宅謹ζ与の柄数乏，近付的戸、4Q:曹と d 対伎にfl"てま Eこ

d'J Z d+ 3 fd. i:シ. J三、をらく， っき、ω ょう f乙ちづ之ちい日だ~3 う一一一

③思慌の、設営肉R慌 1¥ε.哲三盃 ιて¥¥ d"， 
②毒事衛きε.数警の茎穫の包萱!ておいて¥¥ ~ o 
③数与E. 芭実に関'Jd匂哉、とすtGして¥¥~ 0 

ご1)¥ちめ点、三 II¥. 2-' [，札につい之，ーた茨ElFlし之 t骨二月フ。

:S 7)" ，家 1 白鳥につい之 Ze.non 司 I~ ラドケスサらち啓尽に 3在し

ra:かち lHちd うに r年隈」 α員電!d-，ギ‘ y::yャ人たちO)l1みさら

うとこ 30あうたロその理由につい zr;;. .然とわからぬとこ 3t::あ
るが、， 零す orこ. i史専め邑から手十 itしぱ，曳全存毛デグヲ}芯話再更な毛め江

t乃さ‘ 2ちり. 照‘再ミ危毛 olfd. 1て安全怠壱めに巧てきい7まか司た. とl¥ラこと

ら Lい， (二今季え大尽，主主き茎薩論にすす斤~ r亘民主主主Intι1O-

Ytì三m ..l C乃発想と、-t{長[盈亡、~と二 31戸あうて，璃11:1:..，立かど名、老\f)lY\..

d 0) そ恥ゆと， ~、こま~ e.つづく亘結Lより b. p::tの方 r'fo'. 斐全尽

図ちとして在ð~~札た c ~B司に，同と k主チr と定庁 E 釘1 l ¥ 2}二とと Lた

(/It:-、 乏の故定、三二い lt¥.1¥ ~。 キ;> z.トきた?再三羽\~理4 c:-lJ. ， 風向ミq表

免td-，志 Lろ，告Z金吾の昆金Jと街てアつくの c-， 二ヨしたち乙えと Q

1主C'eHにくいがを乙肌合:..¥ ¥ 0 

明之に，ギリ弓/ャ人たちのをな掌段恵君主の対象 lユ〆主唇には，冬合I

挙前芯図形<.:-a勺た曹 ξ ち三人・設ちは，教についてを.芝川めて

いま之といた実くの知献をεっ之おリ. 1とと乏 l手， ~ t火、同廻攻守あ
弓二どを‘t!E:El同 L F=三1> L Z I ¥ ~o ιか<-t主抗、ち.守寄与広，才八、.ての

毛主堂均専問題乏，美町立的1吾川 L阻略的彦庖l母t二島造工 E 之.事ミ乙

2，のきJi)守 1三 ζ二川 f三.De芯ca汗ばルヘ降 a わ胤柏lIL7氏、 r す/ドての等角T

巴釦尾関空塁王刊を史的に史T~翌仁之 L まう占う!こ怠ーてを斥のと，ちょ

うど、対E鼠的 Z. Æ~)() l.-\~lh.にで主 主主岡管的底略広， 思琴 cr~ に

-t苦手c..¥¥ ¥7'のさ五三ー
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6-、広. rs.~' 、数tK域防札たのが? 敬広.萄人たちの同¥¥三実現

」この卑しい夜危jであ呈という理由から，あ 2い広1偏見.l-ょっで立主命

tiらは1たのかtι以江口。平ヮ V-.r人たちの記、良厚長tJ..I I手芯思た・

不安企尽をの 5あ 7 たアテら. ~ 0走f厄性=t;き Lりあて)Ilいも仇きあづ

?と。を恥ゆえ.チて訟にJ:".，.ご激挙態系主茎夜ザ片ょう之し之さ:;;，を
可?"r:l

う勤単に，.1¥、材、 1;;1.7・デゥたきあ 3ラo し力、ち， /~と I ¥ラ数夜色、/立，当

関また・知ち1-1¥て n与すった q 疋対的5合3璽靖回忌，ギク ヤマ街活 i奏

得的能栴と.イ〉ドロ勺な Eき弓核~と ~.t位差ラとこち，/、ち.IJ.むめて

口~*毛z:-.ぎたの号、 あ ~o

容 3点につれて o ギ‘クラマ人定巧1:$...，健聴きま与のよ 3怠ありざた

リの桑還をとら広かったから，をK15的対実寸大、萌定日趨 ~f手間に ε ど

づ、く Eのをあ這こと乏‘ dぐ理角島乙ていた。しか L. 乏山l手.敬三5

1ヌ‘経検的忌知器売と陣要7:%.~由児縄 ;民仁産主'0 6 、 と老芝ンら Q¥てい正?

ち， というより乞，も C3むちらかといえ DJ:散警の方プヌポを艶よリ

ぢすぐ、 ~l lT三認、言哉、。方訟で:ぁ~- と毛之ら似ていたすナち下号、. とhち臥

ょう。き立~豹?寸ゑ α ょ 3 な、理想 fにご工は\1三洞宗己 E 究明すきことによ

フて 芭厚手に閤すき庄 L¥¥恒松，真理プ夕、普たらざ LI¥~. 之箆ずら削、

を恥叩乞をうした弛急17'-'，乞ことA.a之さ Rしすすめら爪たの之さM"ao

ペレ二会ム係代には，主主意・戎術酌怠簡にか‘ややたガ Sっ -Z， 珪並も

肘包E全夜話乏の風ほうすら 1，下ぞ示、. を4¥ち{;，経験科廷と抽多主主主怒と

のヂ1義主にちとプく方!玄論的危厨電事に!d:， CJ.R‘悩立志 (i~す人でいち。

乎‘り Vィ人たちl手，ありとあらゆ三ごと乏老九たが，借用のどこ 3.

時衣主勇気、的色予二条E豆巷から込係遣がうたらしい e

ギり γ ャ人ぬか;立 7 彦知白性;侶E_ と人とことさ義援事~にな， E. 

Jv1 ìVl\くひいJskì め偽名にJ~ ，..知体旬ま主義戸th~¥0 g i.sch e q-.命
}'1l<2tピis;m L-¥S -l.との事ヒクさ、 ヤ硬良怠喜三冬飼毛主義」と ζ、τ主主乞底、
よいのを lユtJか 3うか q

邑耳塁数掌lま， 日比rddes. ~ f;クさをの俺霞芝むかえ，ペレ二兎ム

“t!:-界F今終l義更竺予 Tぞ戸 ct>lJξi当C<ミメヰラf 竺ず方、主主ラ巴T竺従

恒三r~ヘた ~OJ 閃包帯 . 忠たたu." 1tIZ~史~.Vf-.の5豆在的Fcs-思惟のなかにと

DこまLl¥..活主堂乏めず、ましく手~L1主主亡 l手じ、め玉三f 2:に l芯，先 1\ 惇同

η〈従湿す3=とに忍 ζ。

コーワリゥド喚問き広， 人賓が、最有1に手た Lた完結仁たー形式酌徒

系ちあV. 早々 的て安時した曳金1宣告知之さあった o を片1ゆL、 あらわ

ð C.~)容が、敏氏、/でぎ究闘はみ怠されたφ を，当主宗之?あ Z う。巨人k-

I e. ie;¥ e.C c九哉‘功民，まざに画瑚尚1喜出来ごとで、2再三与 。

芝川ちは，亨fでで C乃(科〉掌訳、，た日巧にユーワり竺ノド、集伺乞にた主

ら勺たCi'IR.' "3ラガ、す 2とうさ瓜芯かヲ 7ミ.たと之、芝うしたくとモ.

さまざま芯事憶に鵠げ ιU¥.. 強こをそc:?Jc主う尼説、みI二時刻仁志かった

の忍あ ~ø そiK\t:::fd: \\31\ 3の理由t，.:.あ 3 めだがノ¥¥ dを q 憶にく

わしく β、 m てい~蒔豆/ð怠い。

中世左京いフく ιF三一陣激的芭現短!二丈 fT 芯』易投モ住心‘~ c!: .会

主主的芯思惹乏賦活二ft!~工Q\.夫文空手，力写 EIまむめと布三自宅~~

撃の話内野さの一埋め仕事7六.芝}わめて藍零1d.矢写1I乏海むたこと広.

よく切ら机て l¥~帯寝ぎあ ~o をのぷう E 骸生口説1::.. (episienlOlむ，'cJ)

σ〉転居広，取きとれ笈較的地検とか、新乙()1:1:.方守系五色 ιたことによリ.

またら才似た o その是丈σ共安広，い 5::まきをなく .I命(lIjDルの力

巻理訴さあ三恒三a包石毛にヨテ 11て， 人類f立，高主義群斗専の縄野f三ゐ‘ 1¥

て'E:.を丈導こを州知左ヰ~r.手づ'汁三原理2三、局 3 ごと~.ょうやく理訂2s

l5~ に豆った。 八弘治刀ガ宅こを， 己ιklefdesc乃f事者た匹敵す 3た、

けφ ，雨対的生産主主主とを広三乙た， ぃ ð~ Z-つ A 謹革命忍の δ局 3 0

ミt4'\ ゆえ.忽王壁土2長、的思老ζ方孫請をたど~ J1) U'UOれど tて fまI 1，て

に.物7I望号会に羽 1¥z:t!el{)!D凡訳、己1のよごう白血事Etf:.l とげ、ためか E.

あとつ、、什てみ3パ‘さきあ sうU 乏のよフ lこす LI¥W，務理の本経を、
議1主 σ)i網 lこ怠んとか L 之島いこそううをこれつの札的Ut0 作業~. lf金

箔だ片支ペすす志のきあき o 一一老ヲとモヶ.N'eω7る凡 α仕宰の華命
的な怯寝苦左よく理角干す三たmにf手， 広三芸ずに平話iOえから‘古書簡に
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をこりかかろ必雲7ずお g 汁 aL~'::t， o 

国百，J) 1\Jtーをの架設広 J チ?悲の末 t二見失ゐ ~I) U¥ K自己同一世E傾

念的巴慌て長しようと 1¥フ文色均芯試Jr<:子:ち 3Q芝Lt¥ゆ乙.ごめいa
0'の卑習を支え五色町7/"a. 乏のいかな 5みかlヤにをよらす:、，穫して

素手ト広重さ微から芯~~わ汁~.な ho 宗教d 蛍~に三，主主，色印た、け lて

cl:-.てさミ三乙ら1I1川氏名とづうちあちは手、yきのに， 庖向?と 1¥う包建前内包

す 34子易赤C. フl口に、方、えって長類乏分裂:と侮俸の司Mへと屯1¥やっ

て¥，< 0 之1/t e 喰いとめん爪たあ.崇叡Ia. 白己φFミ訂初一一論理

一一-I二4 って、自ち~油、強 ζ4 うと試J十三ことさえそ~ ιG付 U¥.L去、

なら B く広三。天.英とあリえ広い日可。の，4.--ì~-r-Ole!廷と起芝主主2ùどの
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あった o 理也市、自由に ~出 ι た!支えJk\資1Cι た事正系八ど支往左か

之、御毛主に従更さ I1しごはくロ Ltr乙.二ゅよう ti関経的妥協訳、‘

乏ういつまさち t らこた之 3 見込.J-j- 広，全く与い，合理酌B~、慢の

皇自ち思たらぎが，ま正系ε粁ちぐた、ぐ臼 1犬、二認す、やヴ之く三。一一一=

'r1 ft¥.' J 昂改キリ之ト事なせ界~;堤転 1T' ら引ごと~-=との芝、ミ!. ~ .三~Ip

めて丈づ、力、みtd=.J間待d 夕、イすと定、ムで:あ玉 o

Ari寸bteぽさが導 olヲミ立主庁長住，灯aLCdIcS汁olemaìos の理持者\~

フた。工予^'つもドグ)二の f呈丈写考古の掌設が‘ギ yストZ民会に賛ゐp;'

よずったの広. モU¥.Z匹、、負手うにゆきとどいた、最下更勾天女堂内知華町き

あゥた力、乃・、 !d'プテリさ f"d忌<， そlHI大、天野7校 fこよヲごみ、リ. 巴it/Q

〆?で企ft:背 tz.caいから、乏をあヲた。をLn~Þ ;è I 何万l-ef})a.ioε め
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